
登録有形文化財「藤岡家住宅」	

令和３年 10 月 1 日（金）〜12 月 19 日（日）	

NPO 法人うちのの館（やかた）	

〒637-0016	奈良県五條市近内町 526 番地	
☎ ︎＆FAX	/0747（22）4013	

月曜休館・月曜が祝日のときは開館して翌日休館	

９時〜16 時	 高校生以上 300 円・小中学生 200 円	

info@uchinono-yakata.com  http://www.uchinono-yakata.com 

植物の表象	

Representation Of Plants 

香木	 沈香 

華道書『桐覆花談』乙酉 
享保 14（1729）年 

料理本『素人包丁』 
享和 3（1803）年 

『昼夜重宝記』安永 7年
（1778）年 



 

江戸時代「大坂屋」・「松寿軒」という薬種商であり薬商であった藤岡家には「医道」を語る書籍のほか、

植物の薬効についての書や、食を語る書などがあります。植物からエッセンスをとった器具「らんびき」、

香木、植物を材料にして造られた器、植物を象った置物、植物を描いた器、植物を語る書物、華道の書な

ど人と植物との深く長い関わりを伝える資料を展示します。 
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「植物の表象」	 Representation	Of	Plants	
令和 3年 10 月 1日（金）〜12 月 19 日（日）	

登録有形文化財「藤岡家住宅」管理法人 NPO 法人うちのの館	

〒637-0016奈良県五條市近内町526番地	 ☎︎とfax0747(22)4013	
info@uchinono-yakata.com						http://www.uchinono-yakata.com	

月曜休館。月曜が祝日のときは開館して翌日休館。9時〜16 時。	

維持管理ご協力金高校生以上 300 円。小中学生 200 円。20 名様以上 2割引。	
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松皮の香合 
松皮の香合

（蓋） 


